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現在の運用状況について
陣内 様：現在は建設現場用に157台のレンタルPCを調達し、
145台ほどはすでに現場配布しています。
配布済みのPCは、全てShadow Desktopを入れており、セキュ
リティを担保しています。
和田 様：PCは建設現場の各地域ごとに配布しているため、
建設現場が終われば、次の現場で活用されます。また不足分
に関しては、隣の地域から取り寄せて使ってもらうような運用
を行っています。
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Shadow Desktop 導入前後の構成図

Shadow Desktopで課題を解決
和田 様：職長などの外部関係者が、当社の要望したセキュリ
ティを実装したPCを使用することができるようになりました。
不特定多数の方がPCを使用するため、外部システムの専用運
用機として採用でき、端末内にデータを保存させない機能を重
視して選定させていただきました。
平賀 様：情報セキュリティ部門でも、もちろん製品を導入する
上では、検証する必要があります。私の方ではセキュリティ面
で問題がないか検証するため、検証項目を作成し対応しまし
た。
主な検証項目として、PCのローカル上へデータを書き込める、
書き込めないなどのチェックやWindows Updateが無事行え
るのかどうかなどの一般的な内容ではありますが、テスト結果
の内容を上層部へ報告し、承認を得ることができました。

導入後の使用感
和田 様：使用感については、PCを起動させてログインすると
いう操作と同じ形で使えたため、問題ないと感じました。
ただし、本当にアプリケーションが動作しているのかはいつも
通り使用しただけではわかりませんでした。 見た目の使用感
が変わらないので(笑)
とはいえPCのローカル上にはデータの書き込みができないこ
とは確認済みのため安心して配布しています。

今後、製品を使って試したい事
和田 様：管理コンソールを使った遠隔でのメンテナンスや使
用状況の確認なども行えるようになるといいなと思ってます。

導入前

操作する側 操作される側外部にアクセスできる

情報をダウンロード
書込みが出来てしまう

工事担当者
各自所有のスマホのみ

調整会議用
アプリケーション

導入後

操作する側 操作される側外部にアクセスできる

PCのローカルにデータを
一切書き込ませない

全ての建設現場へ配布 調整会議用
アプリケーション

建設DX推進グループ 和田 章宏 様(左)　
安全環境統轄部 陣内 久之 様(中)　
情報セキュリティ管理室 平賀 健 様(右)　

After


